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インド北東部アパタニ族フィールドノート
―― ミョウコウ祭を中心として ――
鈴 木 正 崇*
Fieldnotes on Apatani People in Northeast India: 




パタニ族（Apatani）の集住地ジィロ（Ziro） に，2019 年 3 月に 5 日間滞在し，年間最大のミョ
ウコウ祭（Myoko）に参加した 1)。以下はその時の記録である。ただし，ミョウコウ祭は 1 ケ
月続く祭なので，本報告はそのうちの一部に過ぎない。




Supung. 一説には Üppyo Lembyañ，Mudu Baru）が故地で，移動して野生の爬虫類（buru）
がいる土地を呪力のある金属板（myamya talo）を使って打ち負かして定着したという［Bower 
1953:28-38］。現在はズィロ盆地と隣接する町のハポリ（Hapoli）に居住する。1950年代にジィ
ロ盆地の北にヘリコプター基地（その後に飛行場）が作られて，その周辺に Old Ziro が形成























泊施設として，ジィロでは 2010 年代からホームステイが発足し，ヌグヌ・ズィロ（Ngunu 
















2) マクマホン・ラインは，1914 年 3 月，イギリス，中国，チベットによるシムラ会議で，イギリス全
権マクマホン（Sir Arther Henry MacMahon）とチベット全権との間で結ばれたインド北東部とチ
ベット間の境界線で，中国はチベットは属国と主張して正式の署名調印を拒否した。インド側はその
後も国境線と主張したが，中国は認めず，1962 年には中国は軍隊を派遣して南下し中印国境紛争に
拡大した。1987 年 2 月 20 日，インドはアルナーチャル・プラデーシュ州を正式に設置した。しかし，
中国は現在もマクマホン・ラインと新しい州を承認していない。
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4) 「東側」はハリ（Hari）とベラ（Bela）の 2 村で，ベラが 3 つに分割された。元は全体が 7 村だった。
「東側」のタジャンが拡大してレンピャ（Lempya）が 1972 年に成立した。
5) アパタニは上位の有力者と平民の二つの族外婚集団，ミト（mith）とモラ（mora）がある（ハイメ
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ミョウコウ祭の初日は 3 月 20 日のサマ・ピヌン（Sama-Pinüñ, 別名 Sama Manü）であ
る 8)。この日の夜，クランごとにある屋外の開花した梅（takung apu）の樹下の祭場のユグヤ
ン（yugyañ）で，ニブが 3 時間から 4 時間ほど祭文を唱えて，世界の創造，生物の生成を語る。









流が行われる。これをオ・タンテ・ヌン（o tante nüñ）といい，3 日間の交歓が続く。
祭の 3 日目の 3 月 22 日は，スロ・チィヌン（Süro-Chinüññ, Swro-Chenwin），あるいは






8) ミョウコウ祭の記述は［Apunigyabyo Generation Society ed. 2019］と［Mihing Kaning 2008］を
参考にしている。
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のタロム・ルクボ（Talom Rukbo）が 1986 年に始めた［Chaudhuri 2013］。教会はアディ
族ではドリポ（Doripo），ガロ族（Galo）はガンギン（Gangin），ニシ族（Nyishi）はナム
ロ（Namlo），アパタニ族はネッロ（Nello）という。アパタニ族が住むジィロでの最初の布
教は 2006 年，最初のネッロの建設は 2008 年だという。
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